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「かぶきもの 前田慶次」遺品展 ―――木曜時代劇 放映記念 開催中 

 

前田利家の甥、慶次は武勇とかぶき者として、知る人ぞ知る戦国末期の武将

です。種々の経緯の末、他の誘いを断り、大々名上杉景勝に召し抱えられます。 

戦国末期、上杉景勝は石田三成に呼応し、徳川家康軍を引き出すため、最上

氏の本拠地に攻め込み「みちのくの関ヶ原」長谷堂合戦を繰り広げ、山形本城

から十数㎞の要衛・長谷堂城を包囲しながら救援に駆けつけた最上軍本隊並び

に伊達応援隊と攻防しますが、案に相違し、関ヶ原が１日で決着したため、会

津に撤退します。 

その時、前田慶次は殿を務め、追撃して猛攻する最上軍に立ちはだかり槍を

振るって味方の損害を減らし、武将の花を咲かせたと伝わっています。 

関ヶ原戦後処分により上杉が３０万石に減封され米沢に押し込まれた後も、

米沢に留まり、無苦庵で余生を送っています。 

今春、ＮＨＫの木曜時代劇放映を記念し、例年にも増して、米沢の個人が始

めた小さな博物館 宮坂考古館で慶次の甲冑と槍等遺品展示が行われています。 

（博物館内 実物は撮影禁止のため 資料を載せます。） 

 



 

 

 

戦国に かぶきたる慶次 鑓おきて 無苦庵にあり 思いは如何に（須） 



戦国に かぶきたる武士 無苦庵に 日々を重ね 何をか思う （須） 

 



 

 


